
 
日本比較文化学会 第 50 回 関東支部例会・総会 プログラム 

 

開 催 日：2019 年 3 月 30 日（土）13:00～17:30 

開催場所：東京未来大学 A 棟 204/205 教室  

司会：郭 潔蓉（東京未来大学） 

 

第 50 回 関東支部・支部例会 
 

（１） 開会の挨拶 A 棟 204 教室にて 関東支部長 近藤 俊明（東京未来大学） 

（２） 研究発表（13:10～17:30）    ※発表(25 分)・質疑応答(5 分)計約 30 分とします。 

 

－セッション A：A 棟 204 教室－ 

司会：     

１． 木下 哲生                           （13:10～13:40） 

防衛大学校 准教授 

発表題目：日本語は『完了形』と『非完了形』の２つで 

どのように時制を表現しているのか 

 

２． 髙橋 強                           (13:45～14:15) 

東海大学 准教授 

発表題目：アメリカの多文化主義と言語政策について：オハイオ州を例として 

 

３． 前田 浩                           (14:20～14:50) 

新島学園短期大学 教授 

発表題目：日英語における人間顕在化・潜在化表現 

 

－（休憩 14:50～15:05）－ 

 

司会：     

４． カルローヴァ ペトラ                     （15:05～15:35） 

早稲田大学 助教 

     発表題目：空手と仏教との関連性－スリランカにおける仏教徒の空手学習者の一考察－ 

 

５． 大江 平和                                 (15:40～16:10) 

お茶の水女子大学 基幹研究院研究員 

発表題目：熊希齢の生涯と北京香山慈幼院の設立と展開 

 

        

 

－セッション B：A 棟 205 教室－ 

 

司会：      

１． 向野 正弘             （13:10～13:40） 

県立所沢西高等学校 教諭・向野堅一記念館 館長 

発表題目：百田尚樹著『日本国紀』騒動茫観記 

―インターネット上の言説から考える「反実証的歴史学」の動向― 



 

２． 木下 律子                             (13:45～14:15) 

創価大学大学院 博士後期課程 

発表題目：Harry Potter and the Deathly Hallows における死者の役割  

―三浦哲郎『ユタとふしぎな仲間たち』との比較― 

 

3. 川里 卓                                   (14:20～14:50) 

名古屋大学大学院人文学研究科 博士課程後期 

       発表題目：エドゥアール・マネにおける芸術表現と身体性 

―フーコーとバタイユの考察を通して― 

 

－（休憩 14:50～15:05）－ 

 

司会：      

4. 田中 真奈美                                （15:05～15:35） 

東京未来大学 教授 

発表題目：サンフランシスコ公立小学校 

日英バイリンガル教育 JBBP の言語・文化教育の課題  

 

5. 梁 鎮輝                                   (15:40～16:10) 

宇都宮大学大学院 博士課程後期 

発表題目：露伴の人生論とその文学観に関する考察 —『努力論』を中心に— 

 

             

（３）例会閉会の辞 A 棟 204 教室にて 関東支部 副支部長 （大学） 

 

 

－（休憩・移動 16:15～16:30）－ 

 

 

 

2018 年度 日本比較文化学会・関東支部総会 

 

於：東京未来大学 A 棟 204 教室 

  （16:30～17:30） 

（１） 議長選出 

（２） 総会開会の辞  議長： 

（３） 2018 年度会計報告  関東支部事務局長 郭 潔蓉（東京未来大学） 

（４） 2019 年度人事案   関東支部長 近藤俊明（東京未来大学） 

（５） 2019 年度活動計画  関東支部長 近藤俊明（東京未来大学）） 

 

以上 

 

※合同例会終了後、北千住駅徒歩 2 分・「Kichiri （きちり）Garden Table（足立区千住 3-77 きたテラス 4F 

：03-4588-6344）」にて懇親会（4000 円程度）を行います。皆さんのご参加をお願い申し上げます。 


